プラスチックGood Reduce Practice 2026
応募申請書
令和８年　　月　　日
環境省　環境再生・資源循環局
資源循環課　容器包装・プラスチック資源循環室　行
	住　　所
	

	法人・団体名
	

	代表者名
	



※赤字・斜体の説明書きは記載要領です。提出時には削除してください。
※応募内容は、選定後のウェブサイト掲載原稿作成の基礎資料として使用します。

１．申請者の概要
	法人・団体名
	（法人・団体の正式名称を記載）

	所在地
	〒

	連絡先
（窓口担当者）
	氏名

	TEL


	
	所属・役職

	Eメールアドレス


	応募する取組の名称・キャッチコピー

	取組の特徴が一目で分かる名称又はキャッチコピーを記載してください。

（記載例・観点）
例：アメニティの適正利用を通じたワンウェイプラスチック削減




２．取組の背景・目的
	① なぜ取り組んだのか

	取組を開始した背景・課題認識・目的を記載してください。

（記載例・観点）
経営理念、サステナビリティ方針、顧客ニーズ、法制度への対応、CSR活動等との関係も
記載してください。








３．主な取組内容
	① 具体的な取組内容

	実施している内容を具体的に記載してください。


· 評価軸
①ワンウェイプラスチック削減効果
取組によってプラスチックの使用量・排出量がどの程度削減されたかをご記載ください。
総量だけでなく、削減率や製品１個当たりなどの原単位による効果も評価します。

②実効性、持続性
取組は実際にどの程度利用・実践されているか、また、コストやオペレーションの面から継続
可能な仕組みとなっているか、一過性のキャンペーンではなく、通常の事業活動に組み込まれているか等、一時的な実証等にとどまらず、継続的に実施できる仕組みとなっているかを評価
します。
また、利用率、辞退率、参加率等の実績がある場合はご記載ください。

③他事業者への波及・横展開可能性
特定の事業者・店舗・地域等に限らず、他の事業者、地域、製品・サービス等にも応用・展開できる取組であるかを評価します。
優れた取組を「Good Reduce Practice」として紹介する趣旨を踏まえ、導入に必要な設備、費用、技術等のハードルが過度に高くないか、他の主体が参考にして取り入れることができるか、また、その取組が普及することによって、より大きなプラスチック削減効果につながる可能性があるかを評価します。

④先進性・独自性
従来の取組にはない新たな発想、仕組み、技術、ビジネスモデル等があるかを評価します。
必ずしも新技術である必要はなく、既存の仕組みの新たな活用方法や、関係者との新しい連携
方法なども評価対象とします。

⑤総合的な環境・社会配慮
プラスチック削減に伴って生じ得る他の環境負荷や社会的影響についても評価します。
リサイクルへの影響、GHG排出、食品ロス、製品・包装の機能、安全性への影響等について、配慮している事項があればご記載ください。

例）
・使用後の分別・回収・リサイクルへの配慮
・GHG排出量などライフサイクル全体への環境負荷への配慮
・代替素材の調達・廃棄等に伴う環境影響への配慮
・食品容器包装の場合の食品ロスへの影響
・包装・製品本体の機能、安全性、品質等が損なわれていないか
・利用者の利便性や衛生面等への配慮
・想定されるトレードオフを把握し、その低減策を講じているか




４．課題と今後の展望
	① 取組上の課題

	取組を進める中で直面した課題、現在も残っている課題を記載してください。
（記載例・観点）
コスト増、店舗オペレーションへの影響、消費者理解、代替素材の調達、再生材の品質・供給等。
· 今後の政策検討の参考とさせていただきます。




	② 今後の展望

	取組の拡大、改善、目標、他拠点・他事業への展開等、今後の方向性を記載してください。






５．ウェブサイト掲載等に関する確認
	確認事項
	確認欄

	応募内容について、事実関係を確認し、必要な社内承認を得ています。
	□

	写真、図表、ロゴ、第三者のコメント等について、環境省ウェブサイト等への掲載に必要な権利処理を行います。
	□

	選定後、環境省が行う追加確認・ヒアリング及び掲載原稿の確認に協力します。
	□


６．添付資料
	資料名
	有無

	定量的成果の根拠資料
	□ 有　□ 無

	取組内容が分かるパンフレット・ウェブページ等
	□ 有　□ 無

	写真・図表データ
	□ 有　□ 無

	その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
	□ 有　□ 無



【提出先】
環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課 容器包装・プラスチック資源循環室 リデュース担当
E-mail：plastic-circulation@env.go.jp
1
